
 

 

2024 年 1 月 14 日   朝 礼 拝 順 序 (午 前 10 時 半)   (№2)                           

 

                         司式 古澤兵庫⻑⽼ 
   前      奏                    奏楽 五⼗嵐美代枝姉 
   開 会 招 詞 詩編 100 編 1—5 節 
＊  賛   美  歌  ８７:１，２（ソングシート） 
1. 全（ぜん

⌒

）地よ神に向かい 喜
よろこ

びたたえよ。御名
み な

の栄光
さ か え

ほめよ その誉
ほま

れ歌え。 

御神
み か み

に告げまつれ み業
わざ

おそるべし、主はみ力をもて 仇
あだ

を伏
ふ

させたもう。 

2. 全（ぜん
⌒

）地はみ前に伏
ふ

し 御名
み な

をほめ歌わん。 主の奇
く す

しき業
わざ

の 恐
おそ

るべきを見よ。 

主は海を陸とし、民は河
かわ

、渡
わた

り 人々かしこにて 神を喜べり。 

＊  開 会 祈 祷  
   罪 の 告 ⽩  祈祷書３ 罪の告⽩② 

主
しゅ

なる神
かみ

よ、あなたの御前
み ま え

に背
そむ

きの罪
つみ

を告白
こくはく

します。 

わたしは聖
せい

なる戒
いまし

めに従
したが

わず、失
うしな

われた羊
ひつじ

のように迷
まよ

い出

で

て、思

おも

いと言葉
こ と ば

と 行

おこな

いに

おいて罪

つみ

を犯
おか

しました。しなければならないことをせず、してはならないことをして、自分

じぶん

の身

み

に、あなたの怒
いか

りと裁
さば

きを招
まね

きました。憐
あわ

れみに富
と

んでおられる父

ちち

よ、罪
つみ

と過
あやま

ちを悲
かな

しむわたしに憐
あわ

れみを注
そそ

いでください。神

かみ

の独
ひと

り子

ご

である救

すく

い主

ぬし

の名

な

によって、わたしを

赦
ゆる

してください。聖霊
せいれい

の恵

めぐ

みによって、わたしを 新

あたら

しく生

う

まれ変

か

わらせてください。願
ねが

わ

くは今

いま

から後

のち

、み栄

さか

えのために生

い

きる者

もの

とならせてください。主

しゅ

イエス・キリストの御名

み な

によって。ア－メン。(詩編 32、イザヤ 53) 
    罪の赦しの宣⾔   

⼗     戒   祈祷書 4 
1. あなたは、わたしのほかに、何者

なにもの

をも神
かみ

としてはならない。 
2. あなたは自分

じ ぶ ん

のために刻
きざ

んだ像
ぞう

を造
つく

ってはならない。それにひれ伏
ふ

してはなら 
  ない。それに仕

つか

えてはならない。 
3. あなたは、あなたの神

かみ

、主
しゅ

の名
な

を、みだりに唱
とな

えてはならない。主
しゅ

は、 
  み名

な

をみだりに唱
とな

える者
もの

を、罰
ばっ

しないではおかない。 
4. 安息日

あんそくにち

をおぼえて、これを聖
せい

とせよ。 
5. あなたの父

ちち

と母
はは

を敬
うやま

え。 
6. あなたは殺

ころ

してはならない。 
7. あなたは姦淫

かんいん

してはならない。 
8. あなたは盗

ぬす

んではならない。 
9. あなたは隣人

りんじん

について偽証
ぎしょう

してはならない。 
10.あなたは隣人

りんじん

の家
いえ

をむさぼってはならない。隣人
りんじん

の妻
つま

、またすべて隣人
りんじん

 
  のものをむさぼってはならない。     (出エジプト 20、申命記 5) 

＊  賛  美  歌  ８７：３，４（ソングシート） 
3. 神は勢いもて 永遠

と わ

に統
す

べたもう。その目は国々を見守
み ま も

りたまえり。 背
そむ

く者、嘲
あざけ

り 

おごることなかれ。すべての国民よ神をほめまつれ。 

4. 神はわが 命
いのち

を 永
なが

らえしめたもう
⌒

。歩
あゆ

み固くなして 強く支えたもう
⌒

。主はわれらを試
ため

し 



 

 

火もて 銀
しろがね

を 練
ね

り清
きよ

むるごとく 鍛
きた

えあげたまわん
⌒

。 

公 同 の 祈 祷 5 使徒信条 
われは天地

て ん ち

の造
つく

り主
ぬし

、全能
ぜんのう

の父
ちち

なる神
かみ

を信
しん

ず。 

われは、その独
ひと

り子
ご

、われらの主
しゅ

イエス
い え す

・キリストを信
しん

ず。主
しゅ

は、聖霊
せいれい

によりて宿
やど

り、お

とめマリアより生
う

まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦
くる

しみを受
う

け、十字架
じ ゅ う じ か

につけられ、死
し

に

て葬
ほうむ

られ、よみに降
くだ

り、三日目
み っ か め

に死人
し に ん

のうちよりよみがえり、天
てん

に昇
のぼ

り、全能
ぜんのう

の父
ちち

なる神
かみ

の

右
みぎ

に座
ざ

したまえり。かしこより来
き

たりて、生
い

ける者
もの

と死
し

ねる者
もの

とを審
さば

きたまわん。 

われは聖霊
せいれい

を信
しん

ず。聖
せい

なる公同
こうどう

の教会
きょうかい

、聖徒
せ い と

のまじわり、罪
つみ

の赦
ゆる

し、からだのよみがえり、

とこしえの命
いのち

を信
しん

ず。     アーメン。 

 献      ⾦  （⿊）教会活動・（⾚）南ア⽀援  70 
    今献ぐるそなえものを 主よ 清めて受けたまえ アーメン  

⼦ ど も 礼 拝 
聖 書 朗 読  ローマ 10 章 1−5（新約聖書 288 ⾴） 
説 教・祈 祷 「律法による義」川瀬勝次引退教師 

＊  賛   美  歌    ３４:１,３（ソングシート） 
1. あゝ主のひとみ まなざしよ きよきみまえを 去

さ

りゆきし 富
と

める若人
わこ う ど

 見つめつつ 

なげくはたれぞ 主ならずや。 

3. あゝ主のひとみ まなざしよ うたがいまどう トマスにも み傷
きず

しめして 「信ぜよ」と 

招
まね

くはたれぞ 主ならずや アーメン
⌒

 

＊  主 の 祈 り    祈祷書 1 

 天
てん

にまします我
われ

らの父
ちち

よ 
 願
ねが

わくは御名
み な

をあがめさせたまえ 
 御国
み く に

を来
き

たらせたまえ  御心
みこころ

の天
てん

になるごとく  地
ち

にもなさせたまえ 
 我
われ

らの日用
にちよう

の糧
かて

を  今日
き ょ う

も与
あた

えたまえ 
 我
われ

らに罪
つみ

を犯
おか

す者
もの

を我
われ

らが赦
ゆる

すごとく 我
われ

らの罪
つみ

をも赦
ゆる

したまえ 
 我
われ

らを試
こころ

みに会
あ

わせず  悪
あく

より救
すく

い出
いだ

したまえ 
 国
くに

と力
ちから

と栄
さか

えとは  限
かぎ

りなく汝
なんじ

のものなればなり  ア－メン。   
＊  頌     栄    ６３ 
あめつちこぞりて かしこみたたえよ、みめぐみあふるる 父、み子、みたまを アーメン。 
＊  祝     祷                            
   後     奏 
  報     告  司会古澤兵庫⻑⽼・受付⾬宮信⻑⽼（次週：加藤良明・古澤兵庫⻑⽼）    
礼拝当番/献金当番 八児晶子、田辺幸一、八児慶汰、番場朝喜 （次週） 伊藤幸紀、森永翔馬 

本日 受付 １階：門脇光生執事 ２階：星野房子執事／ZOOM ホスト・録音：杉山陽一 

次週 受付 １階：大日南信也執事 ２階：佐藤紀子執事／ZOOM ホスト・録音：大日南悠                  


